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実施報告 

「研究基盤戦略と大学資産の有効活用」 技術部主催講演会 
～講師：科学技術・学術審議会 研究開発基盤部会 江端新吾教授～ 

 
 令和元年 12 月 3 日(火)に「次世代に向けた大学経営のあり方 ― いま国立大学に求められる経営関

連人材像と科学技術政策の問題点 ―（江端という“新人材”のキャリアを事例に）」と題して，東京工業

大学 総括理事・副学長特別補佐／教授である江端新吾氏を講師に特別講演会を開催しました。江端氏

は内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付上席科学技術政策フェロー 第 10 期科学技

術・学術審議会 研究開発基盤部会 委員も兼任しています。本講演会には，技術部から発信することで

実現することができ，企画・研究担当小暮一啓理事，財務・施設・キャンパスマネジメント担当福治友

英理事にも参加して頂きました。 
講演では，江端氏がご出身である北海道大学で行った大学経営戦略として IR 戦略のプラットフォー

ム化，研究基盤戦略として大学資産を有効活用したグローバルファシリティセンター創設などが紹介

されました。グローバルファシリティセンターは，機器共用事業を通じた大学システムの改革として，

設備の共用並びに技術職員が持っている技術も共用して社会へ還元していくことが必要であり，人材

育成の拠点も担っているとのことでした。内閣府において第 6 期科学技術基本計画策定に向けて検討

されていること，並びに文部科学省から発信された研究力向上改革 2019 が紹介され，チーム型研究体

制による研究力強化として，「技術職員の育成・活躍促進」が挙げられていること等，技術職員にスポ

ットが当てているという貴重な情報を得ることができました。大学経営ポイントとして，研究・教育・

社会貢献・大学経営のシステム改革として現在赴任している東京工業大学の事例が挙げられ，次世代

人事戦略として，教員，事務職員，URA，技術職員がマネジメントに特化できるよう横断的な新規職

階制度について説明がされました。講演の終盤では，大学の教員，事務職員，URA，技術職員，全て

のステークホルダーがフラットに集まる「場」の形成として，将来の学会設立に向けた「研究基盤イノ

ベーション分科会」の新設と技術職員の能力を引き出すためのしっかりとした評価やキャリアパスを

形成する事の重要性と大学オリジナルの仕組み構築の必要性を訴えて特別講演が終了しました。 
この特別講演は江端氏の了解の下，動画撮影を行っています。閲覧したい方は工学部技術部まで問

い合わせください。但し，閲覧は琉球大学内でのみ公開とさせて頂きます。 
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